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昨
年
十
月
七
日
草
軽
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
、
も
う
か
ら
な
い
路
線
は
切
り
捨
て
る
と
い
う
資
本
家
根
性
を
露
骨
に
表
わ

し
、
沿
線
五
箇
町
村
民
の
切
実
な
反
対
輿
論
を
無

し
、
そ
の
経
営
路
線(

軽
井
沢
―
草
津
間)

の
一
部(

軽
井
沢
―
上
州
三

原
間
三
七･

九
粁)

を
撤
廃
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
月
二
十
五
日
附
で
運
輸
大
臣
宛
に
運
輸
営
業
一
部
廃
止
許
可
申
請
書
を

提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
運
輸
省
東
京
陸
運
局
で
は
現
地
調
査
団
を
派
遣
の
結
果
、
草
軽
電
気
鉄
道
が
今
後

常
通
り
営
業

を
続
け
る
こ
と
は
採
算
上
困
難
で
あ
り
、
国
営
若
し
く
は
県
営
等
に
そ
の
経
営
形
態
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
結
論
を

下
し
た
。 

わ
れ
わ
れ
も
、
公
器
た
る
鉄
道
、
軌
道
の
存
廃
が
單
な
る
採
算
の
可
否
を
も
つ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
万
人

の
認
む
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
な
お
当
該
鉄
道
が
今
日
の
運
命
に
立
ち
い
た
つ
た
こ
と
は 

一 

国
鉄
長
野
原
線
及
び
草
津
行
国
営
バ
ス
路
線
開
通 

二 

国
鉄
独
立
採
算
に
伴
う
私
鉄
と
の
競
合 

草
軽
電
気
鉄
道
国
営
移
管
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

三 
私
鉄
に
対
す
る
補
助
金
の
廃
止 

等
政
府
並
び
に
国
鉄
公
社
の
政
策
に
起
因
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
つ
て
、
地
元
民
の
切
実
な
要
望
に
答
え
て

草
軽
電
鉄
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
国
営
に
移
管
す
べ
き
が
妥
当
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。
若
し
不
可
能

な
り
と
す
る
な
ら
ば
か
か
る
危
機
に
あ
る
私
鉄
並
び
に
私
鉄
労
働
者
に
対
し
、
い
か
な
る
具
体
的
救
済
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。 右

質
問
す
る
。 
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